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 ぼくは、ごはんをたべるとき、まいにち「おいしいごはんを、いただきます。」

と、たべおわったら「おいしいごはんを、ごちそうさまでした。」をいいます。 

 それは、ぼくがおおきくなるために、おにくや、おさかな、やさいの、たいせ

つないのちを、いただくからです。 

 おこめの、ひとつぶにも、ひとのおもい、こころがたくさんつまっているとお

もいます。だからぼくは、のこさないように、たべれるぶんだけ、たべるように

してます。 

 はしのもちかたや、おちゃわんのもちかたがへんだと、おこられて、いやなき

もちになるけど、たべるときのだいじなことだから、すぐなおします。それが、

いのちをいただいてるマナーだと、おしえてもらっているからです。 

 まだ、ちゃんとできてないけど、がんばります。おとなになって、「きれいな、

たべかただね。」といわれたいです。 

 おいしいものを、わらってたべると、すごくきぶんがよくて、おいしいです。 

 わらいながらたべると、からだと、こころのえいようにもいいとおしえてもら

っています。 

 だから、わらいながら、おいしくたべて、おおきくなっておとなになったら、

たべもののたいせつさをおしえるいのちのリレーを、つたえたいとおもいます。 

 

  


